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離
婚
寸
前
の
元
ラ
リ
ー
経
験
者
が
、
立
て
こ
も
り 

犯
に
捕
ま
っ
た
妻
子
の
救
出
を
し
て
、
離
婚
危
機 

を
回
避
す
る
話 

   

ラ
リ
ー
・
ザ
・
石
焼
き
芋 

                   

大
岡
俊
彦
リ
ラ
イ
ト
版 

（
オ
リ
ジ
ナ
ル 

ほ
ら
） 
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登
場
人
物
表 

 

サ
ト
ル
（
４
０
） 

雪
原
ラ
リ
ー
の
、
コ
・
ド
ラ
イ

バ
ー
を
し
て
い
た
。
現
在
石
焼

き
芋
屋
。 

 

明
美
（
３
８
） 

 

悟
の
妻
。 

た
く
や
（
５
） 

 

悟
の
息
子
。 

  

ノ
リ
さ
ん
（
５
９
）
ベ
テ
ラ
ン
石
焼
き
芋
屋
さ
ん
。 

   

犯
人
Ａ 

 
 

 
 

た
て
こ
も
り
犯
。 

犯
人
Ｂ 

犯
人
Ｃ 

 

警
官
た
ち 

特
殊
班
た
ち 

ド
ラ
イ
バ
ー 
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○
雪
原
、
吹
雪
（
回
想
） 

  
 

 

真
っ
白
い
世
界
の
中
を
ゆ
く
ラ
リ
ー
カ
ー
。 

 
 

 

ペ
ー
ス
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
助
手
席
の
サ
ト 

 
 

 
ル
（
４
０
）
が
叫
ぶ
。 

サ
ト
ル
「
Ｌ
３
、
４
０
！ 

す
ぐ
Ｒ
２
、
キ
ー
プ
１

２
０
！
」 

ド
ラ
イ
バ
ー
「
そ
ん
な
の
聞
い
て
ね
え
ぞ
！ 

今
ど 

こ
走
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

サ
ト
ル
「
大
丈
夫
だ
！ 

こ
っ
ち
の
方
が
い
い
ん 

だ
！ 

リ
バ
ー
ス
Ｌ
１
！
」 

 
 

 

ド
ラ
イ
バ
ー
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
。 

雪
で
段
差
が
見
え
ず
、
横
転
す
る
車
。 

ひ
っ
く
り
返
る
車
内
。 

 

○
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
、
公
園
前
、
冬 

 

ノ
リ
（
声
）
「
オ
イ
…
オ
イ
！
」 

 
 

 

ハ
ッ
と
脂
汗
を
浮
か
べ
、
眠
り
か
ら
覚
め
る 

サ
ト
ル
。 

ノ
リ
（
５
９
）
「
う
な
さ
れ
て
た
ぞ
」 

サ
ト
ル
「
す
い
ま
せ
ん
。
…
（
起
き
上
が
り
な
が
ら
） 

 

そ
ろ
そ
ろ
で
す
か
？
」 

ノ
リ 

「
あ
あ
。
ラ
ッ
シ
ュ
だ
ぞ
」 

 
 

 

サ
ト
ル
、
車
か
ら
降
り
、
ポ
ー
と
笛
を
鳴
ら 

し
、
拡
声
器
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
。 

サ
ト
ル
「
い
ー
し
や
ー
き
ー
い
も
ー
」 

 
 

 

公
園
前
に
停
め
た
二
人
の
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク 

に
、
部
活
帰
り
の
高
校
生
た
ち
が
両
手
を
白 

い
息
で
温
め
な
が
ら
群
が
る
。 

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
石
焼
き
芋
。 

 

○
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
、
移
動
中 

  
 

 

サ
ト
ル
、
ゆ
っ
く
り
運
転
し
な
が
ら
。 

サ
ト
ル
「
次
は
買
い
物
帰
り
の
主
婦
狙
い
、
十
八
時 

ゼ
ロ
ゼ
ロ
、
と
い
っ
た
と
こ
で
す
か
」 

ノ
リ
（
助
手
席
）「
あ
ん
ち
ゃ
ん
が
入
っ
て
か
ら
、
正 

確
な
時
間
に
巡
回
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
あ
」 

サ
ト
ル
「
ま
あ
こ
れ
で
も
、
一
応
元
凄
腕
ラ
リ
ー
屋 
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な
ん
で
」 

ノ
リ 

「
…
な
ん
で
辞
め
た
ん
だ
？
」 

サ
ト
ル
「
事
故
で
…
。
ト
ラ
ウ
マ
っ
て
や
つ
で
す
よ
」 

 
○
別
の
公
園
で
売
る
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
、
夕 

  
 

 

忙
し
く
主
婦
た
ち
を
さ
ば
く
二
人
。 

サ
ト
ル
「
（
気
づ
く
）
」 

 
 

 

買
い
物
か
ご
を
落
と
す
明
美
（
３
８
）
。 

 
 

 

手
を
つ
な
ぎ
、
心
配
す
る
息
子
た
く
や
（
５
）
。 

明
美 

「
…
会
社
勤
め
を
し
て
た
ん
じ
ゃ
…
な
い 

の
？
」 

サ
ト
ル
「
…
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
…
話
、
聞
い
て
」 

明
美 

「
…
毎
朝
着
て
っ
た
、
ス
ー
ツ
は
…
？
」 

サ
ト
ル
「
…
」 

 
 

 

作
業
用
の
汚
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
脱
ぐ
と
、
中 

は
ス
ー
ツ
の
ま
ま
。 

明
美 

「
ど
う
し
て
？ 

ど
う
し
て
言
っ
て
く
れ
な 

か
っ
た
の
？
」 

サ
ト
ル
「
…
す
ま
ん
…
言
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
く
て 

…
」 

明
美 

「
ず
っ
と
騙
し
て
た
の
？
」 

サ
ト
ル
「
…
石
焼
き
芋
屋
っ
て
、
案
外
面
白
い
ん
だ 

よ
？ 

石
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
時
間
通
り
に
町 

を
巡
る
ん
だ
よ
…
」 

 
 

 

明
美
、
た
く
や
を
連
れ
走
り
去
る
。 

サ
ト
ル
「
…
」 

 

○
サ
ト
ル
の
家
、
夜 

  
 

 

消
え
た
電
気
を
つ
け
る
サ
ト
ル
。 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
手
紙
。 

手
紙 

「
し
ば
ら
く
た
く
や
と
一
緒
に
、
実
家
に
帰 

り
ま
す
」 

サ
ト
ル
「
…
」 

 
 

 

抱
え
た
石
焼
き
芋
の
袋
を
落
と
す
。 

 

○
翌
日
、
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
、
移
動
中 

 

ノ
リ 

「
嫁
さ
ん
に
見
ら
れ
た
の
は
、
ま
ず
か
っ
た 
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ね
え
」 

サ
ト
ル
「
…
黙
っ
て
た
俺
が
悪
い
ん
ス
よ
」 

 
 

 

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
。 

ラ
ジ
オ
『
群
馬
県
嬬
恋
の
ロ
ッ
ジ
に
立
て
こ
も
っ
た

犯
人
の
続
報
で
す
。
犯
人
の
人
数
、
人
質
の
人
数

は
依
然
と
し
て
不
明
で
す
が
、
宿
泊
者
名
簿
か
ら
、

少
な
く
と
も
次
の
方
た
ち
が
人
質
と
み
ら
れ
ま
す
。

光
吉
明
美
さ
ん
、
光
吉
た
く
や
君
…
』 

サ
ト
ル
「
え
っ
」 

ノ
リ 

「
ど
う
し
た
？
」 

サ
ト
ル
「
…
嫁
さ
ん
の
実
家
、
嬬
恋
な
ん
で
す
が
…
」 

 

○
停
車
し
た
運
転
席
、
住
宅
街 

 

ナ
ビ
の
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
二
人
。 

 
 

 

明
美
と
た
く
や
の
写
真
が
出
て
い
る
。 

 
 

 

ケ
ー
タ
イ
を
か
け
て
い
る
サ
ト
ル
。 

サ
ト
ル
「
ダ
メ
だ
…
ケ
ー
タ
イ
も
メ
ー
ル
も
出
な
い
」 

 
 

 

石
焼
き
を
中
止
す
る
（
火
を
止
め
る
？
）
ノ 

リ
。 

サ
ト
ル
「
…
何
や
っ
て
ん
で
す
か
？
」 

ノ
リ 

「
…
行
か
な
き
ゃ
、
嬬
恋
」 

サ
ト
ル
「
…
…
ハ
イ
！
」 

 

○
国
道
Ｘ
号
、
大
雪
の
渋
滞 

  
 

 

だ
が
大
雪
で
国
道
が
動
か
な
い
。 

 
 

 

石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
は
、
大
雪
渋
滞
に
捕
ま 

っ
て
い
る
。
そ
の
運
転
席
で
。 

サ
ト
ル
（
助
手
席
）「
な
ん
な
ん
だ
よ
！ 

こ
の
雪
で 

全
然
動
い
て
な
い
っ
て
の
？
」 

ノ
リ
（
運
転
席
）
「
あ
れ
、
警
察
の
特
殊
車
両
か
な
」 

 
 

 

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
る
、
警
察
特
殊
車
両
。 

同
じ
く
渋
滞
に
は
ま
っ
て
い
る
。
「
特
殊
部 

隊
」
の
名
も
。 

 
 

 

サ
ト
ル
、
助
手
席
で
地
図
を
見
て
い
て
気
づ 

く
。 

サ
ト
ル
「
こ
こ
の
野
原
と
森
を
突
っ
切
れ
ば
、
シ
ョ 

ー
ト
カ
ッ
ト
出
来
る
」 

ノ
リ 

「
馬
鹿
言
う
な
い
。
こ
ん
な
軽
ト
ラ
で
行
け 
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る
訳
ね
え
だ
ろ
」 

サ
ト
ル
「
雪
国
で
は
、
宅
配
便
配
送
の
ト
ラ
ッ
ク
も
、 

あ
ん
な
感
じ
で
キ
ャ
タ
ピ
ラ
履
く
こ
と
が
あ
り
ま 

す
」 

 
 

 
国
道
脇
に
そ
ん
な
ト
ラ
ッ
ク
が
停
ま
っ
て
い 

る
。 

 

○
同
、
警
察
車
両
に
直
談
判 

  
 

 

地
図
を
警
察
に
見
せ
な
が
ら
言
う
サ
ト
ル
。 

サ
ト
ル
「
こ
の
ル
ー
ト
が
早
い
で
し
ょ
う
？ 

こ
の 

大
雪
だ
！ 

こ
の
渋
滞
は
全
然
動
い
て
な
い
！ 

 

一
刻
も
早
く
人
質
を
救
わ
な
き
ゃ
…
あ
の
ロ
ッ
ジ 

で
は
、
俺
の
妻
と
子
が
、
人
質
に
取
ら
れ
て
る
ん 

で
す
！
」 

 
 

 

警
察
車
両
の
ナ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
実
況 

中
継
が
入
っ
て
い
る
。 

責
任
者
「
…
た
し
か
に
地
図
上
で
は
近
道
出
来
そ
う 

だ
が
…
」 

サ
ト
ル
「
俺
が
先
導
し
ま
す
！
」 

ノ
リ 

「
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
何
言
っ
て
ん
の
！
」 

サ
ト
ル
「
俺
、
雪
原
専
門
の
ラ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
だ 

っ
た
ん
で
す
！
」 

 

○
雪
原
へ
出
発
、
猛
吹
雪 

  
 

 

石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
、
四
輪
が
キ
ャ
タ
ピ
ラ 

に
換
装
さ
れ
て
い
る
。 

サ
ト
ル
（
運
転
席
）「
お
や
っ
さ
ん
は
、
コ
・
ド
ラ
イ 

バ
ー
お
願
い
し
ま
す
」 

ノ
リ
（
助
手
席
）「
地
図
見
な
が
ら
、
指
示
出
し
ゃ
い 

い
ん
だ
な
？
」 

 
 

 

サ
ト
ル
う
な
づ
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
。 

 

○
猛
吹
雪
、
雪
原
を
行
く
車
両
た
ち 

  
 

 

キ
ャ
タ
ピ
ラ
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
を
先
頭
に
、 

 
 

 

警
察
特
殊
車
両
が
雪
原
を
行
く
。 

 

○
同
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
席 
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ト
ラ
ッ
ク
の
視
界
は
殆
ど
ゼ
ロ
だ
。 

サ
ト
ル
「
俺
、
ず
っ
と
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
ん 

で
す
よ
」 

ノ
リ 
「
そ
う
か
い
。
そ
こ
を
右
だ
な
」 

サ
ト
ル
「
…
今
な
ら
分
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
先
が
見 

え
な
い
か
ら
、
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
信
用
す
る
し 

か
な
い
ん
だ
っ
て
…
」 

ノ
リ 

「
森
が
切
れ
た
ら
、
左
だ
」 

サ
ト
ル
「
俺
、
レ
ー
ス
中
に
途
中
で
勝
手
に
コ
ー
ス

を
変
え
た
ん
ス
よ
。
そ
っ
ち
の
方
が
早
い
っ
て
一

人
で
思
っ
て
。
そ
れ
で
計
画
が
狂
っ
て
、
俺
た
ち

は
崖
か
ら
落
ち
て
大
怪
我
。
即
引
退
で
す
わ
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

事
故
シ
ー
ン
の
回
想
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
「
そ
ん
な
の
聞
い
て
ね
え
ぞ
！
」 

 
 

 

横
転
し
な
が
ら
崖
に
落
ち
る
ラ
リ
ー
カ
ー
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

サ
ト
ル
「
妻
に
も
何
も
言
わ
ず
、
俺
は
勝
手
に
…
」 

ノ
リ 

「
大
丈
夫
だ
よ
。
俺
ル
ー
ト
変
え
る
ほ
ど
知 

識
ね
え
よ
。
さ
っ
き
警
察
と
確
認
し
た
ル
ー
ト
走 

る
だ
け
だ
よ
」 

サ
ト
ル
「
知
っ
て
ま
し
た
？ 

ラ
リ
ー
っ
て
元
々
、 

『
集
ま
っ
て
協
力
す
る
』
っ
て
意
味
な
ん
で
す
っ 

て
。
引
退
す
る
前
に
知
り
た
か
っ
た
な
あ
」 

 
 

 

視
界
が
開
け
て
く
る
。 

サ
ト
ル
「
森
を
ぬ
け
て
…
」 

ノ
リ 

「
左
だ
」 

 
 

 

そ
こ
は
ロ
ッ
ジ
の
立
て
こ
も
り
現
場
。 

マ
ス
コ
ミ
や
野
次
馬
が
集
ま
っ
て
い
て
、
警 

察
が
止
め
て
い
る
。 

 

○
ロ
ッ
ジ
、
外 

  
 

 

狙
撃
さ
れ
な
い
よ
う
に
窓
に
身
を
隠
し
、
外 

の
様
子
を
伺
う
犯
人
Ａ
。 

拡
声
器
「
い
ー
し
や
ー
き
い
も
お
ー
」 

 
 

 

と
、
緊
張
し
た
ロ
ッ
ジ
前
に
、
間
抜
け
に
も 

石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
来
る
。 

犯
人
Ａ
「
な
ん
だ
あ
！
（
銃
を
向
け
る
）
」 
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サ
ト
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
て
石
焼
き
芋 

を
見
せ
る
。 

サ
ト
ル
「
差
し
入
れ
で
す
よ
。
人
質
も
お
な
か
す
い 

た
で
し
ょ
う
。
僕
も
人
質
に
な
り
ま
す
」 

犯
人
Ａ
「
ハ
ア
？
」 

 
 

 
そ
れ
を
中
か
ら
見
た
明
美
と
た
く
や
。 

た
く
や
「
（
小
声
で
）
パ
パ
だ
！
」 

明
美 

「
（
小
声
で
）
し
っ
！ 

…
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 
 

 

外
で
は
交
渉
が
続
く
。 

サ
ト
ル
「
芋
、
何
人
分
い
り
ま
す
か
？
」 

犯
人
Ａ
「
そ
の
手
に
引
っ
か
か
る
か
！ 

…
あ
る
だ 

け
、
持
っ
て
こ
い
！
」 

 

○
ロ
ッ
ジ
内 

  
 

 

犯
人
Ｂ
、
扉
を
開
け
る
。 

 
 

 

石
焼
き
芋
を
大
量
に
抱
え
た
サ
ト
ル
。 

サ
ト
ル
「
ま
い
ど
ー
！ 

ち
ょ
っ
と
冷
え
ち
ゃ
っ
た 

ん
で
、
石
焼
き
用
に
暖
炉
借
り
ま
す
ね
！
」 

 
 

 

サ
ト
ル
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
。 

 
 

 

奥
に
暖
炉
が
。 

 
 

 

犯
人
Ｂ
、
銃
を
つ
き
つ
け
る
。 

犯
人
Ｃ
、
身
体
検
査
。 

 
 

 

縛
ら
れ
て
い
る
人
質
た
ち
。
そ
の
中
に
明
美 

と
た
く
や
。 

 
 

 

サ
ト
ル
、
暖
炉
に
石
焼
き
用
の
石
を
入
れ
、 

新
聞
紙
の
芋
と
と
も
に
、
暖
炉
に
く
べ
る
。 

 
 

 

そ
の
と
き
白
い
石
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
て 

三
個
混
ぜ
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

サ
ト
ル
も
縄
で
し
ば
ら
れ
る
。 

 
 

 

犯
人
た
ち
は
順
番
に
芋
を
食
べ
る
。 

 
 

 

明
美
、
サ
ト
ル
、
小
声
で
し
ゃ
べ
る
。 

明
美 

「
…
な
ん
で
こ
ん
な
所
に
！
」 

サ
ト
ル
「
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
か
ら
」 

明
美 

「
だ
か
ら
っ
て
！
」 

サ
ト
ル
「
…
焼
き
芋
屋
に
な
る
っ
て
相
談
し
な
か
っ 

た
の
は
、
悪
か
っ
た
。
で
も
事
故
の
ト
ラ
ウ
マ
で
、 

運
送
屋
も
タ
ク
シ
ー
も
無
理
だ
っ
た
。
ハ
ン
ド
ル 

握
れ
な
く
て
さ
。
石
焼
き
芋
屋
な
ら
、
遅
い
の
が 
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幸
い
し
た
ん
だ
」 

明
美 

「
…
」 

サ
ト
ル
「
ご
め
ん
。
こ
れ
か
ら
は
計
画
を
ち
ゃ
ん
と 

言
う
よ
」 

明
美 
「
…
」 

サ
ト
ル
「
で
も
、
言
え
な
い
の
が
あ
っ
て
ね
…
」 

明
美 

「
？
」 

犯
人
Ｂ
「
そ
こ
、
う
る
せ
え
ぞ
」 

 
 

 

と
、
暖
炉
の
三
つ
の
石
が
、
ぱ
ん
、
ぱ
ん
、 

ぱ
ん
と
跳
ね
る
。 

犯
人
Ｂ
「
？
」 

 
 

 

ロ
ッ
ジ
の
外
に
待
機
し
て
い
た
警
察
た
ち
。 

責
任
者
「
犯
人
は
三
名
、
確
定
だ
！ 

焼
き
芋
屋
か 

ら
合
図
！
」 

 
 

 

屋
根
の
上
の
特
殊
部
隊
、
う
な
づ
く
。 

責
任
者
「
突
入
！
」 

 
 

 

屋
根
の
上
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
で
降
り
、
ロ
ッ
ジ 

の
窓
を
破
り
突
入
す
る
特
殊
部
隊
。 

 

○
雪
原
を
石
焼
き
芋
ト
ラ
ッ
ク
が
帰
る 

  
 

 

運
転
す
る
ノ
リ
。 

 
 

 

助
手
席
に
は
サ
ト
ル
、
明
美
。
サ
ト
ル
の
膝 

 
 

 

の
上
に
た
く
や
。 

サ
ト
ル
「
焼
き
石
を
下
焼
き
し
な
い
と
さ
、
割
れ
て 

 

使
い
も
ん
に
な
ん
な
い
ん
だ
よ
」 

明
美 

「
へ
え
」 

サ
ト
ル
「
俺
初
日
に
そ
れ
や
ら
か
し
て
、
ノ
リ
さ
ん 

に
怒
ら
れ
た
な
あ
」 

ノ
リ 

「
は
は
は
。
ま
さ
か
暗
号
に
使
う
な
ん
て
な
」 

 
 

 

国
道
沿
い
に
は
普
通
の
住
宅
街
。 

サ
ト
ル
「
つ
い
で
に
、
こ
の
町
で
商
売
し
て
帰
り
ま 

す
か
。
ま
だ
余
っ
て
た
で
し
ょ
」 

た
く
や
「
パ
パ
！ 

俺
、
や
っ
て
み
た
い
！
」 

 
 

 

と
、
拡
声
器
の
マ
イ
ク
を
見
る
。 

サ
ト
ル
「
は
は
は
。
よ
し
、
た
く
や
、
明
美
も
。
一 

緒
に
や
ろ
う
」 

明
美 

「
え
？
」 

サ
ト
ル
「
レ
ッ
ツ
・
ラ
リ
ー
だ
」 

 
 

 

三
人
、
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
。 
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三
人 

「
い
ー
し
や
ー
き
い
ー
も
ー
！
」 

 
 

 

ポ
ー
と
笛
が
な
る
。 

   


